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◆ 教育業績 

事       項 
実  施 

年月(日) 
概       要 

救急外来での災害時マニュアル改定・アクションカ

ード作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医師とコメディカルへの 

循環補助装置インペラ 

（IMPELLA）に関する指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨地実習引率・指導（基礎看護実習Ⅰ・Ⅱ、成人看護

学、老年看護学、母性看護学、統合実習） 

統合Ⅱ医療安全、統合Ⅲ災害看護、・国際看護学、基

礎看護技術Ⅰ・Ⅱ、統合演習の授業担当 

平成 30 年

12 月～3 月

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30 年4

月～令和 3

年3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 4

月～令和 4

年3 月 

名古屋大学医学部付属病院において、救急外来稼働

中に、災害が発生することを想定した災害時マニュアル

作成に携わった。内容として災害時に必要な物品の保管

場所および使用方法、災害時のトリアージ方法、救急外

来で働く全スタッフの誰が、どこで、どのように行うかにつ

いて掲載した。災害時の指示系統を統一するため、指揮

者が行うべき行動については、具体例(ex.スタッフに負

傷者が出た)等の対応策などを記載した。マニュアル、ア

クションカード作成後は、模擬訓練を通して再検討し改

善を重ねた 

 

インペラ（IMPELLA）は、2017 年 9 月から日本に導入

された、左心室負荷を直接軽減する補助人工心臓であ

る。この装置を使用する日本の施設は徐々に増えてお

り、導入にあたり必要となる医師、看護師、臨床工学技士

への教育を行った。 

 その内容は、製品概要、使用及び管理方法について、

さらにインペラ（IMPELLA）の効果に関する海外での研

究結果を含め、プレゼンテーションを行った。 

導入後は、製品を使用している臨床現場に赴き、実際

に使用している患者の病態に関するデータを基に、患者

の病態改善に有効な方法について医師とディスカッショ

ンをしている。さらに、患者の治療に必要な情報提供や

海外の specialist 医師と話し合う場を提供するなど、医師

に必要なツールを提供した。 

  

愛知黎明高等学校の高校生～専攻科生を対象に臨地

実習指導者として引率した。統合領域の実習では、要項

の作成・修正の役割や実習前に実習要項を学生に説明

した。 

また、看護実践の指導に加え、実習記録の確認、カンフ

ァレンスへの参加を通し、療養上の世話とはどういうこと

かについて指導した。 

 愛知黎明高等学校の専攻科２年生に統合Ⅱ医療安

全、統合Ⅲ災害看護、・国際看護学の授業を担当し、シ

ラバスを基に教育内容を計画し、パワーポイントによりス

ライドの作成を行い、学生へ指導した。 

また、専攻科１年生の基礎看護技術・専攻科２年生の統



事       項 
実  施 

年月(日) 
概       要 

合演習において他教員と共同でシラバスを基に教育内

容を計画し、講義を行った。資料はパワーポイントを作成

した。また、グループワークなどで学生が主体的に授業

に取り組めるように演習・技術指導前にディスカッション

の場を設けた。 

 

 

 

◆ 研究業績  
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著書・論文・発表テーマ・ 
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